
○ソング
　◦奉仕の理想
○ビジター
　◦米山奨学生　タマン　ラジュウ様
　◦カウンセラー　吉田大二様（須賀川RC）
○スマイルBOX
　◦吉田大二様（本日は米山奨学生、タマンラジュウ君にスピーチの機会を与えて頂きありがとうございます。来年はガ

バナー金田様のサポートで大変だと思いますが、頑張って下さい。）
　◦藤田龍文会長（本日は米山奨学生のラジュウ君、吉田会長、来訪ありがとうございました。ラジュウ君、卓話ありがと

うございました。）
　◦運天直人幹事（米山奨学生のタマン・ラジュウ様、卓話ありがとうございました。また世話人の吉田様ようこそ白河

西クラブへ。来年の交換留学の参考にさせて頂きます。）
　◦前原俊治会員（米山奨学生タマンラジュウ君、カウンセラー吉田大二様ようこそ。卓話有り難うございました。今日ス

マイル委員会での初仕事でした。）
　◦齋藤孝弘会員（タマン・ラジュウ君、吉田様今日は卓話ありがとうございました。）
　◦成井正之会員（本日は愛妻奉仕の為、鳥取に来ているのでお休みさせて頂きます。今週の大谷スマイルはレギュ

ラーシーズン54、55号、ポストシーズン２本で４本分となります。）
　◦金田昇会員（須賀川クラブ吉田様ようこそ、タマンラジュウさん卓話ありがとうございました。）
　◦十文字光伸会員（結婚記念プレゼントありがとうございました。）
　◦富永章会員（結婚祝いありがとう御座います。）
　◦池田浩章会員（米山奨学会委員会の皆様例会担当お疲れ様でした。結婚記念日のお祝い、新鮮な野菜とお米

ありがとうございました。）
　◦吉野敬之会員（誕生祝い有難うございました。知らな

いうちに62才になっていました。この調子で知らないうち
に100歳迄頑張ろうと思いますので、今後も長いお付き
合いを宜敷くお願い致します。）
　◦渡部勝也会員（結婚記念日56回目になります。２人共

元気にすごしております。10月１日誕生日でした、年齢は
思い出しません？）
　◦中目公英会員（10月は、結婚記念日と誕生日の、ダブ

ルでお祝いをいただきまして、誠にありがとうございまし
た。）
　◦鈴木孝幸会員（本日は誕生祝、ありがとうございました。

体調もやや戻り、先日市川会員のゴルフコンペでまさか
の”２つのチップインバーディ”を出す事が出来ました。ス
マイルはずませて頂きます。）
　◦山縣栄寿会員（本日もスマイルいただきます。スマイル、

スマイル、スマイルで過ごしましょう）

白河西ロータリークラブ
S H I R A K A W A  W E S T   R O T A R Y   C L U B

創立１９８６年会　長　　藤田　龍文
幹　事　　運天　直人

UNITE
　FOR
　　GOOD

よいことのために手を取りあおう
2025～26年度　国際ロータリー会長メッセージ

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）
　　　　　その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5
（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

ホームページＵＲＬ　https://shirakawa-west-rc.jp
メールアドレス　yoshida@shirakawa-cci.or.jp
facebook　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/

第1871回例会 令和7年10月2日
12：30～13：30 創立40周年

【今週の仮メイクアップ会員】
　◦９月20日　ファシリティーション研修会
　金田昇
　◦９月2８日　RLIパートⅡ
　青木大、吉成真五郎

A  出席免除を受けていない正会員数 ５５名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １８名

T  全 正 会 員 数 ７３名

C  Ⓐの出席者数 ２３名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １５名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３８名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６９
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５５.０％

第1871回例会出席状況� （R7年10月2日)
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本日のプログラム

（2）

■会長の時間� 藤田龍文会長

　皆さん、こんにちは。本日は米山
奨学会委員会の担当例会ということ
で2名のお客様がいらっしゃってお
ります。ご紹介をさせていただきま
す。ます初めに、米山奨学生のタマ
ン・ラジュウ君です。そして、カウ

ンセラーでもあります須賀川ロータリークラブの会長、
吉田大二会長でございます。後程、お二方からはお話
をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいた
します。まず、先日の例会で緊急理事会ということで
理事会を開かせていただきまして、その時の内容のお
知らせをしたいと思います。これ次年度の対応になる
んですが青少年交換留学の件でですね、それを承認す
るかしないかという理事の案件だったんですが、当西
ロータリークラブも10数年前は留学生の交換留学を受
け入れたりいろいろしてはおったんですがしばらくお
休みしておりまして、今年度ロータリーの交換留学の
応募に関しまして西郷在住の方が応募になったという
ことで、当時ですと各クラブのご子息だったりご親戚
の方が行ってたということで、各クラブからこう留学
生があがってたんですが、ここ近年はこの留学する方
がなかなかいらっしゃらないということで各学校に公
募をされてたようでですね、ちょっとその辺は逆に言
うとロータリークラブのほうとしては把握しきれてな
い部分もあったんですが、石川義塾の在学のお子さん
が応募されて先日地区のほうで合格されたということ
で、その方の居住地が西郷ということで、そのホスト
クラブが居住地の該当する私どもでいかがなもんだろ
うかということで打診がありましたので、先日理事会
にかけさせていただいて、もちろんいろいろなご意見
ありましたが総意としましては理事会の承認を得たと
いうことで、石川義塾の菊地愛子さんという女性のお
子さんなんですが、そちらのホストクラブを当クラブ
で受け持って、次年度になりますがそちらを当クラブ
ホストとして送り出すと。そして、その派遣国まだ決
まってはいないんですが、ベルギーかオランダか台湾
のいずれかの国に菊地さんは派遣されるんですが、と
いうことはその国のロータリークラブの方がこちらに
もいらっしゃるということで、まだ男性女性もわから
ないんですが、そういうクラブで当クラブがホストク
ラブとして来年一年間そちらも担うということになり

ます。次年度、ガバナー輩出もありますしいろいろな
面で刺激が多い年になるかと思いますが、そういった
ところではよろしく皆様にもいろいろご協力お願いす
ることがあるかと思います。次年度の対応ですので、
どうしてもまだちょっと組閣とかそういった部分もま
だまだ未確定のまんまなんですが、青木次年度会長に
も承認を得まして、いろんな部分でもう研修も8回く
らい来年の8月に留学生が行くんですが、それまでに
8回ぐらい研修があるということですので、そういっ
たところを会員の皆様にもいろいろご協力をいただい
たりしながら送り出すという形になるかと思われます
ので、是非お願いしたいと思います。その他後程大竹
国際奉仕委員長のほうからもお話がありますが、ロー
タリーカードのご案内等もいろいろございます。そう
いった部分皆さん是非ご協力していただいて会の運営
に盛り上げていきたいと思います。あともう一つ、新
入会員の会員増強の件だったんですが先日居川会員と
堀田会員のご協力いただいて新たな方が入会申込書を
お持ちいただきました。ただ、全国の大手企業の支社
長ということですので、本人はもう内諾をいただきま
した。ただ、やはり会社の決済をいただかなくちゃい
けないということですので、定款や名簿そして入会の
規定等を今、会社に上程してるという形になりますの
で、そちらの許可さえ得られればすぐにでも入りたい
ということですのでもしかしたら次週ぐらいにはまた
新しい会員の方がいらっしゃるという可能性もあるか
もしれませんので、今年40周年ですし、次年度ガバ
ナー輩出もありますので、多くの人数でガバナーエレ
クトを支えていきたいと思っておりますので、その辺
も皆さんご協力いただければと思います。それでは、
本日は米山奨学会委員会の担当例会となりますのでよ
ろしくお願いいたします。

■幹事報告� 運天直人幹事

○ガバナー　泉田征慶　社会・国際奉仕委員会委員長
白石薫：「奉仕活動に関するアンケート調査」ご協力
のお願い（再送）
○業務推進室：地域社会の経済発展月間リソースのご
案内
○国際ロータリー：公共イメージニュース：公共イメ
ージ向上に力を注ぐ
○福島民報社：「国際ロータリー第2530地区地区大
会」特集広告ご協賛のお願い
○青少年交換委員長　藤田元：2026-27年度派遣候補



第1871回例会　令和7年10月２日（３）

生第１回オリエンテーションのお知らせ
○泉田ガバナー事務所：財団NEWS　2025年10月号
○米山記念奨学会理事長　若林紀男：10月米山月間資
料のご案内
○ガバナー　泉田征慶　グローバル補助金委員長穴戸
宏行：グローバル補助金ゼミナール開催（通知）

■各委員会報告

●雑誌広報委員会� 佐川京子委員

　皆さん、こんにちは。雑誌広報委
員会より『ロータリーの友』のご
案内をさせていただきます。皆さん、
お手元にあると思います。今月の表
紙はとても鮮やかなマリーゴールド
と素敵な絵になっています。まず、

横のほうのページの3ページを開いていただきたいん
ですけれども。ＲＩ会長メッセージということで、今
月は地域社会を主導する開発とはということで、10月
はロータリーの地域社会の経済発展月間ですというこ
とで書いてあります。そして、右側の真ん中へんなん
ですけど、リーダーシップとはということで必ずしも
前面に立つことではありません。人の声に耳を傾け協
力し他者の声を広めることもリーダーシップです。そ
うした姿勢こそロータリーの理念の核心であり、経済
発展における私たちの持続的なインパクトな基盤なの
ですというふうにありました。ＲＩのこの言葉にはな
るほどというふうに思いましたので、皆さんも読んで
みてください。続きまして、15ページをご覧くださ
い。毎年10月は先程幹事のほうからもご紹介がありま
したように、米山月間ということです。日本ロータ
リーの創始者米山梅吉、皆さんご存じのとおりですけ
れども、後世まで残る有益な事業を行いたいというこ
とで、米山基金は海外から優秀な学生を日本に招き勉
学を支援する奨学金事業です。日本は平和日本を世界
に伝え、国際親善と国際平和に寄与したいという強い
願いがありましたということです。そして、次のペー
ジからは第6代米山親善大使の3人が紹介されています。
この米山親善大使は各ロータリーに呼ぶことができる
ということで17ページに招聘方法というものが書いて
あります。今後、こういう米山親善大使を呼んでみて
もいいのではないかなというふうに思いました。皆さ
んも読んでみてください。続きまして、縦書きのほう
なんですけれども反対側めくっていただいて14ペー
ジ。私がちょっと目に留まったのは、「友愛の広場」

のところで「ロンドンで見た超我の奉仕」かながわ湘
南、高木直之さんの記事なんですけれども、ロンドン
に行った時にグローバル補助金奨学生コーディネー
ター、ジョー・パートレッド氏と会って交流を深めて
きましたということで、そのロンドンに行ってロンド
ンではロータリーの重点分野に関わる多くの教育機関
が沢山あって、世界のロータリークラブから奨学生が
渡英し、半分近くが日本から行ってるというようなこ
とで、大学院生対象の寮、カレッジ、これは国際理解
と平和構築を目的とする非営利団体の寮で、チャール
ズ国王が後援者になっているというような所で、ここ
に奨学生と一緒に行って来たというようなことだった
んですけれども。その後に、過去の奨学生として日本
人初の国連難民高等弁務官、緒方貞子氏や、日本女性
初の国連事務次長、中満泉氏。宇宙飛行士、山崎直子
氏といった素晴らしい人材をロータリーが世に送り出
してきたことなどをこの高木さんが講演してきたとい
うようなことだったんですけども、ロータリー財団へ
の寄付がなければ世界中に奨学生を送り出すことはで
きませんでしたというようなことが書いてありますけ
れども、本当にロータリー財団から世界で活躍する人
が輩出してるんだなというふうなことを感じました。
その他、沢山興味深い記事があるので皆さんも読んで
みてください。

●国際奉仕委員会� 大竹憂子委員長

　皆さん、こんにちは。国際奉仕委
員会のほうからお知らせをしたいと
思います。先週山縣会員のほうから
合同セミナーの報告がありましたが、
そこの補足的なものなんですけども、
国際奉仕委員会としてちょっと目に

入ったのはロータリーカード、これを実際今会場にい
らっしゃる皆さん持ってる方どのぐらいいらっしゃい
ますか。お二人ですか。ロータリーカード、テーブ
ルのほうに2部づつ置かせていただいたんですけども、
そちらの資料ご覧になっていただけるとわかりやすい
かと思うんですけども、ロータリーカード、これを作
りましてカードを使うことによって0.3％カード会社
のほうからポリオの撲滅運動のほうに募金が回るとい
うそういったものなので、皆さん会員の方達にご迷惑
の掛からない形で一応その奉仕ができるという形があ
るので、是非皆さんにロータリーカードを作っていた
だきたいと思いまして今日ご案内させていただきます。
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今、金田会員のカードをお借りしてきたんですけど、
こういった感じのカードで、あとはダイナーズクラブ
のほうですと、法人(クラブ)となってるのは会長、副
会長、幹事、会計、それから理事、会長エレクト、次
期副会長、次期幹事、次期会計、次期理事ということ
で登録ができるそうなんですよ。これですと無料で出
来ますし、あと会長が終わった時には有効期限が切れ
てしまうみたいなんですけども、毎年代わる代わるそ
うやって作っていただくような形にはなりますが、こ
ちらは年会費のほうが無料ということなので、是非
こちらのほうから申し込んでいただければと思いま
す。そう思いましてＱＲコードをダイナーズクラブの
ほうとマスターカード、オリコのほうと、ＱＲコード
をそこに設置してありますので、カードをお作りにな
る時にそちらのＱＲコードから入っていただけるとあ
りがたいと思います。もし用紙が足りない時にはおっ
しゃっていただければ、後程差し上げたいと思います
のでよろしくお願いいたします。是非皆さん、ロータ
リーカード作って、そして利用していただきたいと思
いますのでお願いいたします。

●会計� 市川正人会員

　皆さん、こんにちは。会計からの
ご連絡でございます。今月は会費
の徴収月となっております。27日月
曜日、口座のほうから引き落としさ
せていただきますのでご準備お願い
いたします。振り込みの方もいらっ

しゃいますので、こちらの方もお手続きのほうお願い
いたします。詳細は事務局のご案内のほうご確認いた
だければと思います。

●親睦活動委員会� 十文字俊之会員

【誕生日】
渡部勝也会員、中目公英会員、吉野敬之会員、鈴木孝
幸会員、藤田龍文会員、十文字俊之
【結婚記念日】
渡部勝也会員、永野文雄会員、富永章会員、金田昇会
員、池田浩章会員、中目公英会員、大竹憂子会員、藤
田龍文会員、鶴丸彰紀会員、諸橋和典会員、渡部則也
会員、車田雄介会員、青木大会員、十文字光伸会員、
白岩修一会員

●ゴルフ愛好会� 堀田一彦会員

　皆さん、こんにちは。来週の火曜
日、10月7日に米沢中央ロータリー
クラブさんとの交流コンペを行いま
す。その夕方17時から「赤門」のほ
うで表彰式及び交流会のほうを行い
ますので、参加できる方はお申込み

明日までとなっておりますので、是非事務局のほうに
参加○を付けて提出していただければと思います。

（４）
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■本日のプログラム� 米山記念奨学会委員会担当例会

●米山記念奨学会委員会� 齋藤孝弘委員長

　皆さん、こんにちは。米山記念奨
学会の委員長の齋藤です。よろしく
お願いいたします。早速ですね、紹
介させていただきたいと思います。
タマン・ラジュウ君、24歳です。ネ
パールのドラカという町から来て

おります。標高2500メーターあるそうです。先程も
ちょっとお話したんですけど、日本語がペラペラでし
て日本語検定も2級だそうです。ちょっと調べたら合
格率10％ということで、非常に優秀な方だと思います。
3人兄弟で妹が2人いるそうです。今、大学生と高校生
の妹さんがいるそうで、非常に優秀な家庭なのかなと
思います。現在は、国際情報自動車大学校に通ってお
ります。趣味は詩を作ることで、俳句とかこれから日
本で学んでいきたいなということだそうです。それで
は、世話人の吉田様から先に一言よろしくお願いしま
す。

●米山奨学生カウンセラー

須賀川ロータリークラブ会長� 吉田大二様

　皆さん、こんにちは。わたくし須
賀川ロータリークラブで米山奨学生
のカウンセラー兼会長をやってます
吉田でございます。どうぞよろしく
お願いいたします。私はロータリー
に入りましてちょうど10年なりまし

て、今まで須賀川ロータリークラブでは米山奨学生10
人面倒見てきております。そして、高校生の交換留学
生プログラムでは、ちょっとうろ覚えなんですけども、
約30弱の方の回数をやってまして、うちのクラブでは
最近受け入れたのがですね、アメリカからの留学生で
ホストファミリーがなかなか見つからなくて、これか
ら交換留学生を受け入れるかといったらなかなか簡単
にいかないような今状況なっておりましてですね、前
回受け入れました留学生が女の子で、男の子であれば
私の家でも見れたんですけども、私も娘にホストファ
ミリーやれって言ったんですけども、やって3ヶ月づ
つ交換でやろうということでやったんですけども。向
こうからアメリカからの報告書の中にその子の病気の
ことが書いてなくって、ちょっと毎日薬飲んでるので
うちの娘が何の薬って言ったらＡＤＨＤだと。そうか、
何回も片付けろ片付けろと言っても片付けられなかっ

た子なんですけどね。それでようやくわかって、そう
いうことならわかりましたっていうことで、そのあと
楽しく過ごしたようでございます。わたくしはロータ
リークラブの活動の中で、米山梅吉さんが作った奨学
生への援助プログラムというのは素晴らしいものだと
思って、ここ6回は私進んでカウンセラーやらせてい
ただきまして、中国人2人、韓国人1人、バングラデ
シュとそしてネパールは今回でラジウ君で2人目とい
う担当ということでやらせていただいて。その中で素
晴らしいことは、やはり若者たちの勉学へのこの熱意、
そして行動力。これをすごくやっぱり感じることが自
分にとってももの凄い励みになると。ロータリアンで
いる限り、私は米山奨学生達と縁を切らないでです
ね、いようと思っています。今回、地区大会が浪江の
ほうで行われるんですけども、前回面倒見たリファッ
ト君というバングラデシュの子がですね、福島県内で
就職したいということでいろいろ奔走してですね、そ
して浪江にある「シマ商会」というロータリアンの方
なんですけども、その会社に入れて、今、貿易の仕事
の関係に従事して大変良かったということで喜んでお
ります。そして今、浪江の方で奥さんと二人で新婚生
活を送っておりましてですね、そういう話を聞くと米
山のカウンセラー冥利に尽きるなということを感じて
おります。本日のタマン・ラジウ君も非常に優秀な方
で、毎回奨学金をやる時にはですね、自分で詩を書い
てラップで私たちに伝えてくれるので、それは非常に
楽しみでございました。それなんで、タマン・ラジウ
君に約25分これからお話いただくわけですけども、チ
ベットの麓、標高約2500メートルぐらい。チベットか
らネパールへ中国に抜ける街道沿いに生まれたラジウ
君ですので、いろいろ面白い話が聞けるかなと思いま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

●米山記念奨学生� タマン・ラジュウ様

　皆様、こんにちは。私はロータ
リークラブ須賀川にお世話になって
いますタマン・ラジウです。出身は
ネパールです。本日はよろしくお願
いします。私の出身国の話から始め
ていきたいと思います。ネパールは

北に中国と南にインドに囲まれている内陸国であり、
今まで歴史的にも植民地にならなかった民主主義の独
立する国なんです。それで、私が生まれたのは首都が
カトマンズであって、そこから大体150キロメートル

（５）
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離れて東の方ですね。離れて、実際カトマンズ首都よ
りも中国のチベットのほうが近いですね。それで標高
が2500メートル以上。天気は冬の時はそんなに寒くは
ないですね。日本と比べたらマイナスには下がらない
です。大体4度5度ぐらいまでは下がるけどマイナスに
はならないです。冬にそれと、あとは雪はもちろん降
ります。暑い時はそんなに暑くないです。今まで昔
は、25、26、27度って話は聞かれてたんです。ですけ
ど、最近は地球の温暖化のいろいろな影響で温度も気
温も上がってるということで、今もまだ30度は超える
か超えないかです。私の家族のことを紹介すると、お
父さん、お母さんが私よりちょうどお父さんが20歳上
で、お母さんが19歳上ということは、私が24歳ではな
く23歳です、お父さんが43歳、お母さんが42歳ですね。
それで私の妹二人が私から一番下が5年下だから今18
歳ですね。その下が2歳下なので、16歳ですね。私の
妹二人は地元の小学校、中学校、高校同じ学校で勉強
してて、私から一番下の妹は大学にも入ったんですけ
ど、大学を卒業するには大体4年から5年長い時間がか
かりますので、一応1年生の最後の進級試験も受けま
したが、妹も日本に来たい来たいって前から言ってた
から、じゃあそれなら日本語学んでいいよって私も許
可出して、親たちからも許可して、今、日本に来るた
めに日本語は大体N4レベルは学んでいて申し込んだ
ところですね。結果は日本の大使館、ですがネパール
だと、そこからこちらの入管から教科書をいただいた
ら、大体次の2月にその結果は合格か不合格というこ
とがわかりますが、それいただいたら妹も日本に来る
ことになります。そして、先程吉田さんからもありま
して一つ詩文を聞かせていただきたいと思います。こ
の詩文はちょうど1年前書いた誰にも聞かせたことの
ない。それと今日はネパールだと全国で一気に行われ
ているダサインという大きなお祭りが行われていまし
て、今日がメインで今日から始まるんじゃなくて今日
メインで、あとは5日間ずっと続くみたいですね。そ
のお祭りのこともいろいろ含めて「ママに手紙」とい
うテーマに私が詩文書きました。始めていきたいと思
います。

「ママに手紙」

　お母さん　今年も○○ことにしてください　お母さ
ん　今年も○○ことにしてください　自分の息子帰っ
てくるかなと思わずに待たないようにしてください　
運が悪い君の息子　運が悪い君の息子　今年のダサイ
ンでも帰れないことになってしまいました　今年のダ

サインでも帰れない事になってしまいました　一昨年
も帰らないと思ったわけではない　一昨年も帰らない
と思ったわけではなかった　去年の僕のため去年では
なかった　未だに何となく思い出している自分が自分
のおでこにティカを張り付けて一人でダサインのお祝
いしたあのくらいに目からしょっぱい水全く止まらな
いんでしょ　目からしょっぱい水全く止まらないんで
しょ　顔のはだしは顔のはだしは3つから5つにならな
かったとは思わない　けれども親父にもお伝えくださ
い　窓の隙間から僕が帰ってくる道に朝から夕方まで
目を出さないように　僕が帰ってくるあの道朝から夕
方まで目を出さないように　あの公園　あの釣りをす
る川　あのすべてのことを忘れちゃったっていうわけ
でも全くありません　雨の季節に小学校のグラウンド
に滑って転んじゃったあの日まだ覚えてますよママ　
君が僕の目の埃を取り出してくれたこと　君が僕の目
の埃を取り出してくれたこと　心が変わっちゃった人
でしょう　心が変わっちゃった人でしょう　期待して
ても行ったきり帰ってこないの　苦労している人絶対
帰ってくるから　僕もいっぱいお金を稼いで　福島の
桃　北海道の魚　いろいろな幸せを買ってまもなく
帰ってくるんだよ　ママお待ちください　君の息子ラ
ジュウ

以上です。というふうに、詩文とかが私はわかんな
い、いつから書き始めたか私自分もはっきり覚えてい
ません。私が思い出したら書けるようにはなってまし
た。小学校の頃からこういうふうに聞かせたら先生た
ち、友達たちにいっぱい褒めてくれたことがいっぱい
あります。それで、私の学生時代の話をしたら私は
大体5歳になってから小学校の1年生に入学しましたね。
その時は、小学校に入る前の今は生まれて3年か4年か
らいろいろな勉強にならすために、いろいろな授業と
かもありますけどあの頃はなかった。それはなかった
ので、私は直接小学校の1年生に入学して、それで大
変になったことは私ネパールでは民族が多くて私のタ
マンというのは民族の中の一つ苗字なんですね。タマ
ンという苗字の社会でも、その社会だけで喋っている
単語というのがあって、それは家にいる時はその単語
しか喋らなかったんですね。学校に行ったらまた別に
ネパール語で喋らなきゃいけない。それと英語、そし
て算数がいろいろな増えてきて私は最初はちょっと大
変だったんですね。それでも、1年生から2年生になる
時は進級する時は上がる時は1番目になりました。そ
の事は続いて大体その小学校は別で私の時は別で大体
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山道だから険しい道があって、私の家から大体大人
だったら大体20分25分ぐらいの道を下に険しい道がさ
がっていって、帰ってくる時は上り道ですね。それが
私の場合は大体1時間ぐらいかかってました。それで
苦労して毎日朝起きて毎日学校通ってました。それで、
小学校を卒業してから中学校に入る時は自分の家から
大体10分間くらいの距離にある学校に入学してそこ
でも勉強頑張ってました。中学校卒業してからは、自
分の地元から離れて首都まで行って一人暮らし。そし
て、アルバイトもしながら勉強も頑張ってました。教
育的には日本のシステムはどういうふうになっている
のか、それは私は大体はわかってますが、詳しくはど
ういうふうの流れなんですか。それはわかっていませ
ん。それは後で調べたり教えてもらったりしますけ
ど、ネパールの場合は小学校卒業して中学校卒業して
高校は2年だけの勉強ですね。それから、首都に移動
して入学して2年間そこで学んでました。それが高校
学んで卒業したのは2019年卒業で、そこから大学に入
ろうとも考えなかったわけでもないですけど、どうし
たらいいかなと迷っちゃったところが海外に行っても
いいよと親から言われて、それがどこの国に行けばい
いか、それも自分の親戚のちょっと偉そうな大学とか
卒業した親戚の方に聞いてみたら日本でもいいですよ
と勧められて日本語を学び始めました。日本語を学び
始めて、日本語本当に難しいよ、ちゃんと頑張ってね
と言われて頑張って、それでその勉強の途中でコロナ
が2019年の最後に大体11月12月頃にはめっちゃくちゃ
流行っちゃって、それで勉強もしなくなってしまいま
したね。日本に来る道も止まってましたね。一応あの
時は2022年までは止まってましたが、私は申し込んで
日本に来るビザ、教科書はもう手に入れておいて、日
本に行けるようになったら行けるように待ってまし
た。それで2022年に日本にやっとまいりました。それ
で、日本に来て日本語を2年間、郡山健康科学専門学
校の日本語学科で学んでました。それは郡山市内です。
今現在、私は在学中の学校も郡山市内ですね。そこで
頑張りましたね、日本語。最初はコミュニケーション
する時は全然実際に教科書に書かれている文法とか言
葉とか日本人たちは普段喋っている時は全く使わない
んですね。大体、普通系で尊敬語もありますが大体は
普段はそんな長くは見てないんですね。それで、どう
すれば日本語上手になるんですかって聞く、苦労して
ました。言っていることが全然わからないんです。勉
強していることと普段日本人が喋っていることが違く

て、それでN3レベルぐらいになったらそこからは実
際の日本人が喋っているような文法の使い方とか言葉
遣い、尊敬語、謙譲語とかが出てきて、同時に漢字も
出てきてそこからはN3レベルぐらい勉強したら大体
なんとなく日本人が言っていることは理解できるん
じゃないかなと思うようになりました。それで日本語
学校在学中の時、JLPT日本語能力試験は年に2回しか
行われないんですね。7月と12月、2回しか行われな
いので私は7月にはN3合格出来て、N3の満点は180点
ですね。それにも分かれて3つの科目になっています
ね。文字・語彙は60満点で最低点が19点取らないと失
敗ですね。読解も60点が満点で19点が最低点。それ超
えないと失敗です。聴解も同じですね。上がN3の場
合は90点、合計で3つの科目の点数を足して合計で95
点超えないと失敗ですね。100点取っていても例えば
聴解だけには19点超えなかった、18点だった、それも
失敗ですね。そういうルールがありました、それ137
点取りました。私は。N2は12月に受けて、私は読解
がちょっと下手くそで読解にはぎりぎり合格してN2
も108点で合格できました。N2は90点で合格です、上
の合格点は。それで頑張りました。そこから、日本語
学校卒業する前に願書とかいろいろ書いたりして、進
学はどこにする、どんな科目勉強したい、将来はどん
な仕事に就きたいですか。そんなことを先生に聞かれ
て、それでも日本に来る前からも私は車が昔子供の頃
から車に興味があって、それでネパールだと車は私が
子供でいた時は普段の人は乗れないですね、一般人は
乗れなくて、偉い人たちが乗ってました。それはほと
んど、ランドクルーザー、トヨタ、日産の車が多かっ
たです。大きいバス、トラックというと隣のインドが
よく走っていますが、乗用車の場合は日本車が多かっ
た。それで興味は持ってました、その時も。日本に来
て、日本語学校卒業して、私にとってはこれは何より
のいいチャンスだなと思って、何も考えずに自動車整
備士の学校に入りました。それも東京とか関東のほう
にもいっぱい優秀な学校がありますが、私は郡山市内
にしました。そのきっかけは、どこで勉強してもどん
ないい学校に入っても、もちろん自分が頑張らなかっ
たら成功には繋がらないんじゃないですかという考え
で、私は地元にある国際情報工科自動車大学校に入学
しました。それで日本はどんな国ですか、日本人は本
当にどんな方々がいらっしゃるんですかって大体わか
るようになってきました、日本人に何回か私はコンビ
ニのアルバイトで仕事やってる時、まわりが居酒屋さ
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んがいっぱいあって、たまに夜勤明けの時はぶちぎら
れたことがあります。それはそうですね。飲んでから
は人は普通の人じゃないですねと思うようになりまし
た。日本人が嘘はつかないことが本当にいいですねと
思いました。例えば、誰か日本人にこういうことあり
ますよと頼んだら、その日本人は出来る限りは出来ま
すよって答えてくれますね。できなかったら、うーん
ちょっとごめんなさいねって言いますね。それで、出
来ます、やってあげますと言ったら絶対やってくれる
から、それが安心しています。それがネパール人の場
合は、やってあげますよ、うんいいよって言ってくれ
るけど、やってくれる確率はだいぶ低いんですね。そ
れが日本人と外国人、自分の国の人の大きな違いじゃ
ないかなと思います。2回目の詩文がちょっと聞いて
いただきたいと思います。私はこの詩文はこの前の例
会、須賀川ロータリークラブの例会でも聞いていただ
いた「新しい年に」というテーマの詩文ですね。

「新しい年に」

新しい年はどうか新しい年はどうか工場の屋上から身
を投げたくなるような夜が身を投げたくなるような夜
が訪れませんように　新しい年は心の底から泣ける人
気のない場所が一つだけ見つかりますように　新しい
年はもう彼女は来ないと知っているのにそれでも何時
間も待ち続けてしまうような心になりませんように　

という形に書いてありました。最後に大体時間何分ぐ
らい残っていますかわかりませんが、私がこの前6か
月で提出したレポート、レポート結構頑張って書きま
した。それが、学校の発表大会にも参加する学生が希
望者がいればいいよって担任の先生が言ってましたの
で、私やりますよって言って自動車分野からは私一人
だけが参加しました。それが頑張ってレポートのため
にも、その発表大会のためにも「努力と成功」という
テーマにちょっと書きましたね。それは私のような頑
張っている努力の道に進んでいる人たちは一回聞いた
らいいかなと思うような発表です。それも発表させて
いただきたいと思います。テーマは「努力と成功」で
すね。

この世の中では人それぞれ考え方も価値観も異なって
いて、努力と成功の捉え方ももちろん同じではありま
せん。それでも多くの人に共通していえることが一つ
ございます。それは努力は始まりであり旅でありその
終着点が成功であるという考えです。それでも、現実
ではそう単純ではありません。いくら努力を積み重ね

てもなかなか思うように結果が出ないことのほうが多
いです。こちらにいらっしゃる方々も自分がなぜ成功
できなかったのだろうかって一度自問したことがある
のではないでしょうか。それでよく帰ってくる答えは
努力不足という答えなんですが、それだけで片付けて
しまうとどこか納得のいかない感情が残ってしまいま
す。私の考えでは努力と成功の間にどうやら一つの法
則があるように思います。それは成功までの距離と努
力のスピードがきちんとかみ合う必要があるようなこ
とです。成功までの距離と努力のスピードがきちんと
かみ合う必要があるということです。いくら走ってて
も方向がずれていればゴールには届かないように、努
力も条件が揃わなければ成果には繋がらないのです。
では、我々がどうしても成功できなかったらどう考え
れば良いのでしょうか。普段は失敗と呼びますが、そ
れはただの敗北として受け止めるのか、それとも学び
として捉えるのかは自分次第です。ただし、忘れては
ならないことは一つございます。それは、時に二度目
のチャンスが与えられないこともあるという現実です。
戦いに敗れることが人生の喪失に繋がるように、失敗
することは人生を左右するように、失敗はそのまま重
大な意味を持つ場面でもございます。だからこそ、私
たちは小さな失敗に慣れて満足してしまうことを避け
なければなりません。失敗を恐れるあまり挑戦をやめ
るのではなく、学びを次へと繋げる姿勢を持ち続ける
こと。これができてこそ我々のような一般人も努力が
成功へと結びつける人間になれるんじゃないかなと思
います。
大体時間にもなったと思います。ご清聴ありがとうご
ざいました。

藤田龍文会長

今日は大変為になるお話、ありがとうございました。
逆に、詩も繰り返す表現も良かったでしょうし、あと
「努力と成功」の話もとても参考になるドキッとする
ような話が沢山出てとても良かったです。今度はこち
ら会からの商品券ですので、何かにお役に立てるかと
思います。どうぞお納めください。


